
年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 4 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標： 生活していく上で基本となる知識や表現力を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標： 説明的文章の読解を通じて、論理的な思考力を身に付ける。

話・聞 書 読

○ ○ ○ ○ ○ ○

３
学
期

○ ○ ○ 〇 〇 〇

第一学習社　高等学校　新編現代の国語　　

国語

他者と意見を共有して、自分の考えを深めようとしている。

課題に興味を示し、主体的に取り組もうとしている。

20

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。
・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の

○ ○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

課題に興味を示し、主体的に取り組もうとして
いる。

現代の国語

配当
時数

（１組：中川・佐藤）

【 知　識　及　び　技　能 】語句の意味を理解し、文脈に合わせて適切な表現をしようとしている。

国語 現代の国語 3

（２組：中川・佐藤）（３組：中川・松原） （４組：中川・松原）

態

現代の国語国語

領域
評価規準

基本的な語句の意味を理解し、文脈に合わせて
適切な表現をしようとしている。

筆者の考え方について、他者と意見を共有し、自分
の考えを深めようとしている。

Ｃ　十六歳のとき
　
人生の岐路となった筆者の旅を追
体験することにより、世界にはさ
まざまな出会いがあることを知
る。

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・言葉には、認識や思考を支える
はたらきがあることを理解する。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

1

○ ○ ○ 24○

1

○

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
・比喩などの修辞について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。

○

○ ○

○

20○ ○

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。
・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の

○ ○

Ａ　イースター島になぜ森がない
のか
　
イースター島の歴史について理解
し、筆者が提示する人類と生態系
のあり方について考察する。
　

※ベーシック国語では、漢字演
習、漢字テストを実施する。

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。
・主張と論拠、個別と一般化な
ど、情報と情報との関係を理解す
る。

○

確認テスト①

Ｂ　言葉の海のオノマトペ
　
音声と意味との関係から、言語一
般およびオノマトペの機能的特徴
を理解し、音としての言葉への興
味を広げる。

　

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・言葉には、認識や思考を支える
はたらきがあることを理解する。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

105

２
学
期

確認テスト⑤
〇 〇

１
学
期

確認テスト② ○ ○

○

○○

確認テスト② ○ ○

1

D　「未知」はいくらでもある
　
実体験をふまえて提示された「未
知」に対する筆者の捉え方を理解
し、自分に照らして考えを深め
る。

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・言葉には、認識や思考を支える
はたらきがあることを理解する。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
・比喩などの修辞について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。
・本文を粘り強く読み、個別の事例と筆者の

16

1

20

確認テスト④ ○ ○ 1

Ｅ　人はなぜ仕事をするのか
　
本文で使われている「パス」とい
う言葉の意味を考え、筆者が述べ
る仕事の本質について考察する。

・内容や構成、論理の展開を的確
に捉え、要旨を把握する。
・文章に含まれている情報を相互
に関係づけながら、内容を解釈す
る。
・言葉には、認識や思考を支える
はたらきがあることを理解する。
・常用漢字を文や文章の中で活用
する。
・語句の量を増やし、語彙を豊か
にする。

【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書
き、文や文章の中で使用している。
・語句の量を増やし、語彙を豊かにしてい
る。
・比喩などの修辞について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容や構成、論理の展開を的確に捉え、要
旨を把握している。
・文章に含まれている情報を相互に関係づけ
ながら、内容を解釈している。
【学びに向かう力、人間性等】
・粘り強く段落と段落の関係を押さえ、学習
課題に従って本文の構成を捉えようとしてい
る。

合計


